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【抄 録】 

本稿は、日本プロ野球機構（NPB、Nippon Professional Baseball）傘下の球団に入団した日本人選

手の出身母体の人数・割合が時代と共に、どのような変遷を辿ったかを検証し、考察を加えるものである。 

選手の出身母体を高校、大学、社会人、独立リーグの４つに分類した。分析対象期間は 1965 年から

2015 年である。当該期間の日本社会における潮流および、そのことが日本のスポーツに与えた影響とし

てバブルの崩壊による企業スポーツの劇的なる衰退がある。社会人野球も例外ではなく、企業チームの

数は劇的に減少した。それに伴い、社会人出身者は大きく減少していそうなものだが、現実はさほど減っ

ていないことが確認された。 

もうひとつ、当該期間の日本社会における潮流は高学歴化である。このことから推論されるのは、高校

出身選手の減少と、大学出身選手の増加である。 

結果は、推論の通り、高校出身選手の減少および大学出身選手の増加が顕著にみられた。ただし、

その原因は、高等教育機関への進学率の向上というよりも、全入時代における、大学の特徴を出す手段

（ブランディング、広告）として、学生確保の手段として、野球部を活用していることがひとつ。そして、選

手にとっては、その競技能力をもって、大学進学という、キャリアを充実させる手段を得られる。高卒選手

の減少と大学出身選手の増加は、大学の事情と高校球児のニーズが一致した結果である。 
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